＜急いで駆け付けるスパイディ、実は…＞
スパイディ：貯蔵所じゃないよね？
＜貯蔵所で火事でした＞
消防士：引こう、手に負えない！
スパイディ：そうだ…誰がやってもできない！
　　　　　　あれ、誰だ？
　　　　　　消防士じゃない、何してるんだ？
　　　　　　油料理よりもっとある
シュリック：あの火が消えるまで負傷者は出ない
スパイディ：待って！
シュリック：スパイダーマン！
スパイディ：サインをもらう暇はない、バルブから離れて！
シュリック：もう遅いぞ、ウェブフェイス！任務完了！
＜逃げるシュリックを追いかけるスパイディだが＞
シュリック：ホット・オイル・トリートメントを受けてみろ！

"ドクター・フォン・シュリックの滑りやすいトリック"

キミを連れてくから、油は掛けないで！
＜ピューン！びちゃ！＞
シュリック：ハハハ！そう簡単に捕まるかよ！
スパイディ：ダイエットをする時間がないから、パイプに乗ろうと思う


スパイディ：フライング・タックルがいるね

シュリック：すぐに油を制御し、世界を支配する！
　　　　　　この私を止めても無駄だぞ、スパイダーマン！
スパイディ：否定的にならないようがいいよ！
　　　　　　消えた、オイルも！

”デイリービューグル”

ジェイムソン：放火したのはスパイダーマンに決まっとるだろ、パーカー！
ピーター：彼がやったって証拠はありません！
ジェイムソン：あるよ、スパイダーマンが犯罪者である証拠だ！
ベティー：ジェイムソンさん、街中から報告が届いてます！
　　　　　石油トラック、はしけ、貯蔵容器…全て完全乾燥しています。
ジェイムソン：バカバカしい…スパイダーマンはどうやって油を盗めたのだ？
ピーター：問題は、どこにあるかだ。

＜シュリック博士は下水道に隠れていた＞

シュリック：石油の変換に成功した！
　　　　　　人々が知る最も最強な要素に…シニアム・オー・オー・セブン
　　　　　　この濃縮された石油ペレットの力と私の秘法で、宇宙を制御できる！
            スパイダーマンでさえ、誰も…止められない！

＜スパイディは桟橋に来ました＞

スパイディ：輸送船、都市はそれがいる、目的地に到達しなくっちゃ！
　　　　　　…よいしょっと、今のところ順調だ！…あっ、オイルが…逆流してる！
　　　　　　フォン・シュリック、滑りやすいトリックまで！
　　　　　　巣に儲けよう、石油の受信端にいるかもしれない！

＜スパイディは飛び込みました、その頃シュリック博士は…＞

シュリック：オイルはマグネティック・オイロスコープで描かれている、計画通りだ…！
　　　　　　さあ、パイプラインに…導いて！

スパイディ：このはしけに吸い込まれている…
　　　　　　なんてこった、上手く登れない！
　　　　　　信頼できるウェブで何ができるだろう
　　　　　　
シュリック：スパイダーマンだ…今度こそ終わらせてやる！
　　　　　　私の計画を邪魔するなら、新型接着オイルを受けてみろ！
＜戦いが始まる、蜘蛛の巣発射でシュリックが、”ハハハハハ！ウェブは役に立たないのだよスパイダーマン”＞
スパイディ：まずい…でも、解決策はある！
シュリック：袋詰めにしてやる！
＜袋詰めにされました＞
シュリック：さあ、接着剤を溶かそう！…最後の仕上げだ！ボン・ボヤージ、スパイダーマン！

＜Bパート＞

スパイディ：フォン・シュリックのトリック、いくつかあるかもしれないけど、僕の方が鋭い！
            はしけが、消えた！

ジェイムソン：全市粉砕をやめろ！
ベティー：ジェイムソンさん、お話し中すみませんが…
ジェイムソン：ミス・ブラント、話し中だ！
　　　　　　　オイルの件で話してたんだぞ？
　　　　　　　ミス・ブラント、印刷室で号外を！
ベティー：でも…
ジェイムソン：政府は軍事パイプラインを通じて石油を送っている、
　　　　　　　路上でそのニュースを入手したい
　　　　　　　さて、何が知りたいんだ？ミス・ブラント
ベティー：マスコミが動かないことを知りたいと思っただけです、油はありません
ジェイムソン：どうして全てがワシに起こるの！

＜"原子炉注意"＞

シュリック：おかしいぞ！燃料切れか？爆発する前に原子炉を止めなければ…！
　　　　　　新規供給がどうしても必要だ…

ピーター：映画に引き込めないけど…少なくとも、呼吸を続けるだろう
　　　　　新生の網は何にでもこだわる
          やあ、ベティー
ベティー：ピーター、軍事パイプラインから入ってる油を誰かがいじってるの！
ピーター：どのぐらい？
ベティー：殆どすべて、無くなってる。
　　　　　それとジェイムソンさんが写真を撮ってきてって
ピーター：了解
　　　　　石油を取り戻すのが、スパイディの役目！
　　　　　特別シリコン塗布が僕の答えだ！
　　　　　フォン・シュリックのトリックもこれで終わりだ

＜石油貯蔵所＞

スパイディ：フォン・シュリックのヘビのような引きずった跡がある、証拠に一枚！
　　　　　　さあ、スベらないように気を付けよう

シュリック：これで物事を早くこなせる！

スパイディ：いたずらはいけないよ！
シュリック：またアンタか！
スパイディ：キミの仕立て屋からチップを取った、もう一度やる？
軍の男：衛兵先任下士官（ｴｲﾍｲｾﾝﾆﾝｶｼｶﾝ）、4番区域！
スパイディ：導いて、ボン・シュリック！
            下水道を使って油を運んでる、でもここで？
　　　　　　終わり時かな
シュリック：いいね、いいね！全て完璧！
　　　　　　すぐシニウム007が完成し、市民らは私の意志に屈する！
　　　　　　どうやって来た？！
スパイディ：キミと同じさ、スリッピー・サム！
シュリック：と、取れない！
スパイディ：水弁を開けるだけで、簡単に脂が乗るよ！
シュリック：やるな！やるな、やめろ！
　　　　　　原子炉内の水、爆発する！
スパイディ：それが一般的なアイデアさ！
シュリック：貴様は私の仕事を壊せない！
スパイディ：降りたのか！
＜デイリービューグル＞
ベティー："石油を奪った男 あなたの親愛なる隣人スパイダーマンより"
         　今回はスパイダーマンが本当にヒーローだと認めなくてはいけないようです
ジェイムソン：ヒーロー？はぁ…街全体を壊したのかもしれん、ヒーローと呼んでいいのか？
ベティー：まあ…あたしに言える事は、油が切れたって所でしょうか？

"END"